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勤務時間であったものが改善後の8月から11月ま
での4ヵ月間では3,665分（61.08時間），月平均916
分（15.27時間）と減少している．回数，時間と
もに減少がみられた（図1，2）．
　また仕事内容も翌日も続けてリーダーを行わな
くなった事から，翌日治療患者の情報収集及び，
カルテ準備がなくなりリーダーの業務が緩和され
ることになった．
Ⅴ．考　察
　リーダーの業務変更の取り組みをしたことによ
り，翌日の準備となる情報収集及び，カルテ準備
の時間が削減され，負担が軽減した．その結果，
超過勤務時間が減少した．注射係も業務時間内で
翌日のリーダー準備ができている．スタッフの身
体的な疲労が軽減し，精神的にもゆとりがもてる
ようになった．
　また薬剤師を含めたリフレクションを行う時間
を，毎日設けることができた．東氏は「看護師は
リフレクションを行うことで，「その状況でいか
に異なる対処ができたであろうか，そして他のど
んな知識が役立ったであろうか」ということが探
求でき，状況適合した解決を行うことができるよ
うになります．」「状況を判断し，行為をし，行為
を振り返ることによって，次の行為を行い，患者
のもつ本質的な問題に届く実践を行うことができ
る」2）と述べている．リフレクションを行う時間
が持てたことで，患者の情報共有だけではなく，
自分が実際経験していなかったことの状況を考え
判断することができ，次の実践で同じような場面
にあった時に役立てる事ができる．また実際行為
を行ったものは他者の考え方，対処の仕方を学ぶ
ことができ次に生かす事ができ看護の質の向上に
つながった．
Ⅵ．おわりに
　自分たちの負担軽減を目的とした業務改善で
あったが，それだけでなく，他部門との情報共有，
リフレクションの時間の確保が出来た．
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